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産業建設委員会記録 

令和 7 年 11 月 4 日(火) 

13 時 59 分～14 時 16 分 

第 3 委 員 会 室 

【委 員】西田一平委員、今田委員、村木委員、大谷委員、川上委員、小川委員、 

笹田委員 

【執行部】招集しない 

【事務局】小寺書記 

臨時委員長の紹介 

 

議題 

1  委員長の互選について 

委員長   村木 勝也      

 

2  副委員長の互選について 

副委員長  西田 一平      

 

3  座席の指定について 

 

4  議会広報広聴委員会委員の選出について 

 【西田一平副委員長・今田委員・大谷委員】 

 

5  各種委員会等委員の選出について 

⑴ 浜田地区広域行政組合議会議員 【西田一平副委員長・大谷委員】 

⑵ 浜田市都市計画審議会委員 【今田委員・大谷委員・川上委員・小川委員】 

⑶ 浜田市土地開発公社理事 【西田一平副委員長・川上委員・小川委員】 

⑷ 主要地方道桜江金城線改良促進期成同盟会理事 

 【村木委員長・西田一平副委員長】 

⑸ 主要地方道田所国府線改良促進同盟会理事 【村木委員長】 

⑹ 浜田益田間主要地方道改良促進同盟会監事 

 【村木委員長・西田一平副委員長】 

⑺ 矢原川ダム建設促進期成同盟会監事 【村木委員長・西田一平副委員長】 

 

6  その他 

⑴ 次回委員会の開催について 

⑵ その他 

【別紙会議録のとおり】 
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【会議録】 

○小寺書記 

本日、議員任期満了による改選後初めての委員会なので、浜田市議会委員会条例

第11条第2項の規定に基づき、年長の川上幾雄委員に臨時委員長をお願いしたい。 

○川上臨時委員長 

年長ということで、私が臨時委員長の職務を行う。どうぞよろしくお願いする。 

 

〔 13 時 59 分 開議 〕 

 

○川上臨時委員長 

ただいまから産業建設委員会を開催する。出席委員は 7 名で定足数に達している。

レジュメに沿って進めていく。 

 

1  委員長の互選について 

○川上臨時委員長 

お諮りする。委員長の互選は指名推選の方法と投票の方法があるが、いかがか。 

○大谷委員 

指名でお願いする。 

○川上臨時委員長 

ただいま、指名という声があったが、いかがか。 

（ 「異議なし」という声あり ） 

指名で進める。それでは、どなたか指名をお願いする。 

○大谷委員 

この分野で精通しておられる川上幾雄委員を推選する。 

○西田一平委員 

村木委員を推選する。 

○川上臨時委員長 

ただいま、川上委員と村木委員の 2 名の指名があった。 

投票という形になるが、それで良いか。 

（ 「はい」という声あり ） 

それでは、投票とする。投票用紙を配付願う。 

（ 投票用紙配付 ） 

配付漏れはないか。 

（ 「なし」という声あり ） 

順次、投票をお願いする。 

（ 投票用紙回収 ） 

投票漏れはないか。 

（ 「なし」という声あり ） 
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投票を終了する。続いて、開票を行う。 

（ 開票 ） 

それでは、投票の結果を報告する。 

投票総数 7 票、無効投票はなし、有効投票数 7 票であり、村木勝也委員 4 票、川

上幾雄委員 3 票である。 

村木勝也委員が委員長に当選した。委員長を交代する。 

○村木委員長 

改めて、先ほどの選挙で委員長に決定した村木である。当委員会においては、国

県との連携もあり、議長も産業に力を入れたいとのことであった。大変重責を担う

と個人的に思っているが、各委員のいろいろな視点からの意見や質疑などを重ねな

がら、市政に貢献できればと思う。よろしくお願いする。 

それでは、議題に沿って進める。 

 

2  副委員長の互選について 

○村木委員長 

副委員長の互選は、指名推選の方法と投票の方法があるが、いかがか。 

○大谷委員 

指名で。 

○村木委員長 

指名推選という意見があったので、指名推選の方法で行うことに異議ないか。 

（ 「異議なし」という声あり ） 

異議がないようであるため、指名推選の方法で行うことと決定した。 

それでは、どなたか指名はあるか。 

○今田委員 

西田一平委員を指名する。 

○村木委員長 

ただいま、西田一平委員の指名があった。 

そのほかに意見はあるか。 

○大谷委員 

経験を生かして、川上委員を推選する。 

○村木委員長 

2 名の指名があった。投票の方法となるが、よろしいか。 

（ 「はい」という声あり ） 

それでは、副委員長選挙は投票で行う。投票用紙を配付願う。 

（ 投票用紙配付 ） 

配付漏れはないか。 

（ 「なし」という声あり ） 

それでは、投票をお願いする。 
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（ 投票用紙回収 ） 

投票漏れはないか。 

（ 「なし」という声あり ） 

では、投票を終了する。開票をお願いする。 

（ 開票 ） 

投票の結果を報告する。 

西田一平委員 4 票、川上幾雄委員 3 票。 

以上の結果、有効投票数の最多数を得た西田一平委員が副委員長に当選した。副

委員長席へ移動をお願いする。 

○西田副委員長 

1 期目であるが、産業系の仕事を今までしてきたので、しっかり経験を生かせる

ように頑張る。よろしくお願いする。 

 

3  座席の指定について 

○村木委員長 

座席については、現在着席の座席で良いか。 

（ 「異議なし」という声あり ） 

異議なしということで、現在着席の席を座席とする。 

全員協議会で委員会を行う際も、この並びとするのでよろしくお願いする。 

 

4  議会広報広聴委員会委員の選出について 

○村木委員長 

3 名であるが、希望者はおられるか。 

○大谷委員 

はい。 

○西田副委員長 

はい。 

○今田委員 

はい。 

○村木委員長 

当委員会からの議会広報広聴委員会は、大谷委員、西田一平副委員長、今田委員

に出ていただくことでよろしくお願いする。 

（ 「はい」という声あり ） 

 

5  各種委員会等委員の選出について 

○村木委員長 

順次一覧表に従って選出を行う。希望があれば調整する。 

まずは、浜田地区広域行政組合議会議員。当委員会から 2 名である。いかがか。 
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○大谷委員 

はい。 

○西田一平副委員長 

はい。 

○村木委員長 

続いて、浜田市都市計画審議会委員。当委員会から 4 名である。 

○川上委員 

はい。 

○大谷委員 

はい。 

○今田委員 

はい。 

○小川委員 

はい。 

○村木委員長 

続いて、浜田市土地開発公社理事。3 名である。 

○川上委員 

はい。 

○西田一平副委員長 

はい。 

○小川委員 

はい。 

○村木委員長 

確認のため読み上げる。 

浜田地区広域行政組合議会議員は、大谷委員と西田一平副委員長。 

浜田市都市計画審議会委員は、川上委員、大谷委員、今田委員、小川委員。 

浜田市土地開発公社理事は、川上委員、西田一平副委員長、小川委員である。 

あとは、充て職ということで、私と副委員長の方で対応する。 

以上でよろしいか。 

（ 「はい」という声あり ） 

では、以上で選出を終わる。 

 

6  その他 

⑴ 次回委員会の開催について 

○村木委員長 

次回の産業建設委員会の開催についてである。 

レジュメにあるとおり、11月 13日木曜日、午前 10時から全員協議会室で開催す

る。 
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執行部が出席する最初の委員会なので、よろしくお願いする。 

 

⑵ その他 

その他、各委員からあるか。 

○川上委員 

前期の産業建設委員会で課題を抽出していたことがまだ残っているので、それに

ついては引き継ぐという形で申し述べておく。同時に、所管事務調査もあるので、

何か調査事項があればお知らせいただきたい。皆の合意の上で申し述べる形になる。 

○村木委員長 

川上委員から前回の申し送りがあった。私も副委員長も読み返したいと思う。 

また、次回委員会において所管事務調査事項があれば、諮るのでよろしくお願い

する。その他、よろしいか。 

（ 「なし」という声あり ） 

それでは、以上で本委員会において協議すべき事項はすべて終わった。 

以上で産業建設委員会を終了する。 

 

〔 14 時 16 分 閉議 〕 

 

浜田市議会委員会条例第 65条の規定により、ここに委員会記録を作成する。 

 

             産業建設委員会委員長  村 木 勝 也 


